
Cisco ASR 9000 シリーズルータへの RIP の
実装

ルーティング情報プロトコル（RIP）は、小規模ネットワークの自律システム（AS）内で情報を
交換するために設計された従来のディスタンスベクトル内部ゲートウェイプロトコル（IGP）で
す。

このモジュールでは、基本的なRIPルーティングを実装するための概念とタスクについて説明し
ます。 Cisco IOS XRソフトウェアは、RFC 2453に記載されているとおり RIPバージョン 1
（RIPv1）との下位互換性をサポートするRIPバージョン 2（RIPv2）の標準実装をサポートしま
す。

次の機能に関連する RIP設定情報については、このモジュールの関連資料, （28ページ）の項
を参照してください。

•マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）レイヤ 3バーチャルプライベートネット
ワーク（VPN）

• Site of Origin（SoO）のサポート

Cisco IOSXRソフトウェアでのRIPの詳細、およびこのモジュールに記載されているRIPコマ
ンドの詳細については、このモジュールの関連資料,（28ページ）の項を参照してください。
設定タスクを実行中に表示される他のコマンドのマニュアルを見つけるには、オンラインで

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router CommandsMaster List』を検索してください。

（注）

RIP の実装の機能履歴

変更箇所リリース

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

変更なし。リリース 3.9.0
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変更箇所リリース

キーチェーンを使用したMD5認証機能が追加されまし
た。

リリース 4.0.0

• RIPの実装の前提条件, 2 ページ

• RIPの実装に関する情報, 2 ページ

• RIPの実装方法, 8 ページ

• RIPの実装の設定例, 24 ページ

• その他の参考資料, 28 ページ

RIP の実装の前提条件
適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

RIP の実装に関する情報

RIP 機能の概要
RIPバージョン1（RIPv1）は、実装が最も容易なルーティングプロトコルと見なされるクラスフ
ルディスタンスベクトルプロトコルです。OSPFとは異なり、RIPはユーザデータグラムプロト
コル（UDP）データパケットをブロードキャストして、階層型ではなくフラットなインターネッ
トワークのルーティング情報を交換します。ネットワークの複雑さとネットワーク管理時間が軽

減されます。一方で、RIP v1はクラスフルルーティングプロトコルのため、単一のルートで表
されるホスト、サブネットまたはネットワークの連続するブロックのみを許可するために、この

有用性を厳しく制限しています。

RIP v2は、RIPアップデートパケットではより多くの情報の伝送が可能であり、次のサポートが
含まれます。

•ルート集約

•クラスレスドメイン間ルーティング（CIDR）

•可変長サブネットマスク（VLSM）

•自律システムと再配布の使用
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• RIPアドバタイズメント用のマルチキャストアドレス 224.0.0.9

RIPが異なるルートの値を評価するときに使用するメトリックは、ホップカウントです。ホップ
カウントは、ルート内で経由されるルータ数です。直接接続しているネットワークのメトリック

はゼロです。到達不能のネットワークのメトリックは 16です。RIPはこのようにメトリックの範
囲が小さいので、大規模なネットワークに適したルーティングプロトコルではありません。

ルーティング情報のアップデートはデフォルトでは30秒ごとにアドバタイズされ、隣接ルータで
検出された新しいアップデートはルーティングテーブルに格納されます。

RFC2453に記載のとおり、RIPバージョン 2（RIP v2）のみがCisco IOSXRソフトウェアでサポー
トされていて、デフォルトでは、このソフトウェアはRIP v2パケットのみを送受信します。一方
で、バージョン 1パケットとバージョン 2パケットのバージョンタイプのパケットの両方、また
はいずれか一方のみを送受信、または送信と受信のいずれかを実行するようにソフトウェアをイ

ンターフェイスごとに設定できます。

RIPを使用する利点は、次のとおりです。

•さまざまなネットワークデバイスとの互換性

•使用される帯域幅、設定、および管理時間の観点からして、オーバーヘッドがわずかなため
小規模ネットワークに最適

•レガシーホストシステムのサポート

RIPは使用が容易なため、世界中のネットワークに実装されています。

RIP のスプリットホライズン
通常、ブロードキャスト型の IPネットワークに接続し、ディスタンスベクトルルーティングプ
ロトコルを使用しているルータは、スプリットホライズンメカニズムを使用して、ルーティング

がループする可能性を軽減しています。スプリットホライズンでは、情報が発生したインター

フェイス外部のルータによって、ルートに関する情報がアドバタイズされることが防止されます。

通常、この動作は、複数のルータ間の（特にリンクが破損した場合の）通信を最適化します。

セカンダリ IPアドレスを使用してインターフェイスを設定し、スプリットホライズンがイネーブ
ルの場合、すべてのセカンダリアドレスからアップデートを送信できないことがあります。スプ

リットホライズンをディセーブルにしない場合、1つのルーティングアップデートは、1つのネッ
トワーク番号ごとに送信されます。

スプリットホライズン機能は、デフォルトでイネーブルになっています。一般的に、適切に

ルートをアドバタイズするために動作で変更が必要なことが確実である場合を除き、スプリッ

トホライズンのデフォルト状態を変更しないことを推奨します。

（注）
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RIP のルートタイマー
RIPでは、ルーティングアップデートの頻度、ルートが無効になるまでの時間、および他のパラ
メータなどの変数を決めるいくつかのタイマーを使用します。これらのタイマーを調整して、

ルーティングプロトコルパフォーマンスがインターネットワークのニーズにより適合するように

調整するには、次のタイマー調整を実行します。

•ルーティングアップデートを送信する頻度（アップデートの秒単位の間隔）

•ルートが無効と宣言された後の間隔（秒単位）

•より適切なパスに関するルーティング情報が抑制されている間隔（秒単位）

• RIPトポロジテーブルからルートが削除される前に経過する必要がある時間（秒単位）

• RIPアップデートパケット間の遅延時間

最初の 4つのタイマー調整は、timers basicコマンドで設定されます。 output-delayコマンドは、
RIPアップデートパケット間の遅延時間を変更します。設定の詳細については、RIPのカスタマ
イズ, （11ページ）を参照してください。

また、ソフトウェアの IPルーティングのサポートを調整して、多様な IPルーティングアルゴリ
ズムのコンバージェンスを高速化でき、必要に応じて冗長ルータへのドロップバックが迅速にで

きます。総体的な結果として、迅速なリカバリが重要な状況で、ネットワークのエンドユーザの

作業が中断する問題が最小限に抑えられます。

RIP のルート再配布
再配布とは、異なるルーティングドメインでルーティング情報を交換できる機能のことです。異

なるルーティングドメイン間をルーティングするネットワーキングデバイスは、境界ルータと呼

ばれています。これらのデバイスが 1つのルーティングプロトコルから別のルーティングプロト
コルにルートを挿入します。ルーティングドメイン内のルータは、境界ルータに再配布が実装さ

れていないかぎり、ドメイン内部のルートのみを認識します。

ルーティングドメインで RIPを実行しているとき、インターネットワーク内で複数のルーティン
グプロトコルを使用してそれらの間でルートを再配布する必要がある場合があります。次に、一

般的な理由をいくつか示します。

•他のプロトコルからRIPにルートをアドバタイズするため（スタティック、接続済み、OSPF、
および BGPなど）。

• RIPから EIGRPなどの新しい内部ゲートウェイプロトコル（IGP）に移行するため。

•ホストシステムをサポートするために、いくつかのルータでルーティングプロトコルを保
持する一方で、他の部門グループのルータをアップグレードするため。

•多様なルータベンダー環境間で通信するため。基本的にはネットワークの一部ではシスコ
に固有のプロトコルを使用して、シスコ以外のデバイスと通信するために RIPを使用する場
合があります。
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また、ルート再配布を使用すると、企業は異なるルーティングプロトコルをそれぞれのプロトコ

ルが特に効果的な作業グループまたは領域で実行できます。 Cisco IOS XRルート再配布は、ユー
ザに対して単一ルーティングプロトコルのみを使用するように制限を加えないことにより、ダイ

バーシティによって技術的利点を最大化する一方でコストを最小化する優れた機能です。

インターネットワークへのルート再配布の実装に関しては、非常に単純にもでき、また非常に複

雑にもできます。単純な単一方向再配布の例は、RIPがイネーブルなルータにログインして、
redistribute staticコマンドを使用して、スタティック接続のみをバックボーンネットワークにア
ドバタイズして RIPネットワークをパススルーさせることです。複雑な例では、ルーティング
ループ、互換性のないルーティング情報、および不整合なコンバージェンス時間を考慮する必要

があり、複数のルーティングプロトコルが管理上のコストを実行しているときにシスコルータが

最適なパスを選択する方法を調査して、これらの問題が発生する理由を判断する必要があります。

RIP のデフォルトのアドミニストレーティブディスタンス
アドミニストレーティブディスタンスは、IPルーティング情報の送信元の信頼性を示す評価基準
として使用されます。 RIPなどのダイナミックルーティングプロトコルが設定されているとき
に、ルーティング情報の交換に再配布機能を使用する場合、適切なディスタンスの重みを設定で

きるように他のルート送信元のデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスを認識してい

ることが大切です。

次の表に、ルーティングプロトコルのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスを示し

ます。

表 1：各ルーティングプロトコルのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンス値ルーティングプロトコル

0接続されているインターフェイス

0インターフェイス外部のスタティックルート

1ネクストホップへのスタティックルート

5EIGRPサマリールート

20外部 BGP

90内部 EIGRP

110OSPF

115IS-IS

120RIPバージョン 1および 2

170外部 EIGRP
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アドミニストレーティブディスタンス値ルーティングプロトコル

200内部 BGP

255不明

アドミニストレーティブディスタンスは、0～ 255の整数です。通常は、値が大きいほど、信頼
性の格付けが下がります。アドミニストレーティブディスタンスが 255の場合はルーティング情
報の送信元をまったく信頼できないため、無視する必要があります。アドミニストレーティブ

ディスタンス値は主観的なため、この値を選択するための定量的方法はありません。

RIP のルーティングポリシーオプション
ルートポリシーは、route-policyキーワードおよび end-policyキーワードで囲まれた一連のステー
トメントと式によって構成されます。個別のコマンド（1行に1つのコマンド）の集合ではなく、
ルートポリシー内のステートメントには相互に関連するコンテキストがあります。そのため、個

別のコマンドを各行に記すのではなく、各ポリシーまたはセットは独立した設定オブジェクトと

して、1つのユニットとして使用、入力、操作できます。

ポリシー設定の各行は論理サブユニットです。 then、else、end-policyキーワードの後ろには、少
なくとも 1つの新しい行を続ける必要があります。また、パラメータリストの閉じ括弧、および
ASパスセット、コミュニティセット、拡張コミュニティセットまたはプレフィックスセットへ
の参照にある名前文字列の後ろには新しい行が必要です。ルートポリシー、ASパスセット、コ
ミュニティセット、拡張コミュニティセット、またはプレフィックスセットの定義の前には、

少なくとも新しい行が 1行必要です。アクションステートメントの後ろには 1行以上の新しい行
を続けることができます。名前付き ASパスセット、コミュニティセット、拡張コミュニティ
セット、プレフィックスセットのカンマ区切りの後ろには 1行以上の新しい行を続けることがで
きます。新しい行はポリシー式の論理ユニットの最後に記される必要があります。他の場所に記

すことはできません。

RIP でのキーチェーンを使用した認証
Cisco IOS XRルーティング情報プロトコル（RIP）でのキーチェーンを使用した認証には、キー
チェーン認証に基づいて RIPインターフェイスのすべての RIPプロトコルトラフィックを認証す
るメカニズムが備えられています。このメカニズムでは、Cisco IOSXRセキュリティキーチェー
ンインフラストラクチャを使用して秘密キーを保存および取得し、インターフェイスごとに着信

および発信トラフィックを認証するために使用します。

キーチェーン管理は、相互に信頼を確立する前に、キーなどの秘密を交換するすべてのエンティ

ティに対して共有秘密を設定する一般的な認証メソッドです。 Cisco IOS XRソフトウェアのルー
ティングプロトコルおよびネットワーク管理アプリケーションでは多くの場合、ピアとの通信中

のセキュリティを向上させるために認証を使用します。
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Cisco IOS XRソフトウェアシステムセキュリティコンポーネントは、キーチェーン管理など
のさまざまなシステムセキュリティ機能を実装します。キーチェーン管理の概念、設定タス

ク、例、キーチェーン管理の設定に使用するコマンドの詳細については、次のマニュアルを参

照してください。

ヒント

•『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Security Configuration Guide』の
「Implementing Keychain Management」モジュール

•『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Security Command Reference』の
「Keychain Management Commands」モジュール

キーチェーン自体には関連性がないため、キーチェーンはピアとキーを（認証のために）使用

して通信する必要のあるアプリケーションで使用する必要があります。キーチェーンには、

存続期間に基づいてキーおよびロールオーバーを処理するセキュアなメカニズムが備えられて

います。Cisco IOSXRキーチェーンインフラストラクチャは、キーチェーンの秘密キーのヒッ
トレスロールオーバーを処理します。

（注）

IOS XRキーチェーンデータベースにキーチェーンを設定してあり、特定の RIPインターフェイ
スにも同様に設定されている場合、そのインターフェイスのすべての着信および発信 RIPトラ
フィックの認証にキーチェーンが使用されます。認証キーチェーンが（デフォルトVRFまたはデ
フォルト以外の VRFの）RIPインターフェイスに設定されていないかぎり、すべての RIPトラ
フィックが信頼できると見なされて、着信 RIPトラフィックおよび発信 RIPトラフィックに対し
てセキュリティを保護する認証メカニズムは使用されません。

RIPは、キー付きメッセージダイジェストモードとクリアテキストモードの 2つのモードを使
用します。キーチェーンメカニズムを使用する認証を設定するには、authentication keychain
keychain-namemode {md5 | text}コマンドを使用します。

キーチェーンが RIPインターフェイスに設定されているが、キーチェーンが実際はキーチェーン
データベースに設定されていない場合、またはキーチェーンがMD5暗号化アルゴリズムを使用し
て設定されていない場合、そのインターフェイスのすべての着信 RIPパケットはドロップされま
す。発信パケットは認証データなしで送信されます。

インターフェイスの着信 RIP トラフィック
次に、インターフェイスがキーチェーンを使用して設定されている場合の、RIPインターフェイ
スのすべての着信 RIPパケットの検証基準を示します。

結果条件

パケットはドロップされます。コンポーネント

レベルのRIPデバッグメッセージは、認証失敗
の特定の詳細を確認できるようにログに記録さ

れます。

RIPインターフェイスに設定されているキー
チェーンがキーチェーンデータベースに存在し

ていません。
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結果条件

パケットはドロップされます。コンポーネント

レベルのRIPデバッグメッセージは、認証失敗
の特定の詳細を確認できるようにログに記録さ

れます。

キーチェーンがMD5暗号化アルゴリズムを使
用して設定されていません。

パケットはドロップされます。コンポーネント

レベルのRIPデバッグメッセージは、認証失敗
の特定の詳細を確認できるようにログに記録さ

れます。

メッセージの最初の（かつ最初だけの）エント

リのアドレスファミリ識別子が 0xFFFFではな
い場合、認証は使用されません。

パケットはドロップされます。コンポーネント

レベルのRIPデバッグメッセージは、認証失敗
の特定の詳細を確認できるようにログに記録さ

れます。

「認証データ」のMD5ダイジェストが無効で
あることが検出されました。

それ以外の場合、パケットは残りの処理のために転送されます。

インターフェイスの発信 RIP トラフィック
次に、インターフェイスがキーチェーンを使用して設定されている場合の、RIPインターフェイ
スのすべての発信 RIPパケットの検証基準を示します。

結果条件

同じキーチェーンを使用してパケットを認証す

るようにもリモートルータが設定されている場

合、RIPパケットはリモート/ピアエンドの認証
チェックをパスします。

RIPインターフェイスに設定されているキー
チェーンがキーチェーンデータベースに存在し

ています。

同じキーチェーンを使用してパケットを認証す

るようにもリモートルータが設定されている場

合、RIPパケットはリモート/ピアエンドの認証
チェックをパスします。

キーチェーンがMD5暗号化アルゴリズムを使
用して設定されています。

それ以外の場合、RIPパケットは認証チェックに失敗します。

RIP の実装方法
ここでは、次のタスクの手順について説明します。
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設定の変更を保存するには、システムでプロンプトが表示されたら、変更を確定する必要があ

ります。

（注）

RIP のイネーブル化
このタスクでは、RIPルーティングをイネーブルにしてRIPルーティングプロセスを確立します。

はじめる前に

IPアドレスの設定前に RIPを設定できますが、少なくとも 1つの IPアドレスが設定されるまで
RIPルーティングは発生しません。

手順の概要

1. configure
2. router rip
3. neighbor ip-address
4. broadcast-for-v2
5. interface type interface-path-id
6. receive version { 1 | 2 | 1 2 }
7. send version { 1 | 2 | 1 2 }
8. 次のいずれかを実行します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

RIPルーティングプロセスを設定します。router rip

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip

ステップ 2   

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

（任意）RIPプロトコル情報を交換する隣接ルータを定義
します。

neighbor ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
neighbor 172.160.1.2

ステップ 3   

（任意）RIP v2マルチキャストアドレス（224.0.0.9）では
なく、ブロードキャスト IPアドレスにバージョン2パケッ

broadcast-for-v2

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
broadcast-for-v2

ステップ 4   

トのみを送信するようにRIPを設定します。このコマンド
は、インターフェイスまたはグローバルコンフィギュレー

ションレベルで適用できます。

（任意）RIPルーティングプロトコルを実行するインター
フェイスを定義します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
interface GigabitEthernet 0/1/0/0

ステップ 5   

（任意）次のパケットを受信するようにインターフェイス

を設定します。

receive version { 1 | 2 | 1 2 }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
receive version 1 2

ステップ 6   

• RIP v1のみ

• RIP v2のみ

• RIP v1および RIP v2の両方

（任意）次のパケットを送信するようにインターフェイス

を設定します。

send version { 1 | 2 | 1 2 }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# send
version 1 2

ステップ 7   

• RIP v1のみ

• RIP v2のみ

• RIP v1および RIP v2の両方

設定変更を保存します。次のいずれかを実行します。ステップ 8   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# end

exiting(yes/no/cancel)?[cancel]:

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
commit

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレー

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーション
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目的コマンドまたはアクション

ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

RIP のカスタマイズ
このタスクでは、ネットワークタイミングおよびルートエントリの受け入れのためにRIPをカス
タマイズする方法について説明します。

手順の概要

1. configure
2. router rip
3. auto-summary
4. timers basic update invalid holddown flush
5. output-delay delay
6. nsf
7. interface type interface-path-id
8. metric-zero-accept
9. split-horizon disable
10. poison-reverse
11. 次のいずれかを実行します。

• end

• commit

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

RIPルーティングプロセスを設定します。router rip

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip

ステップ 2   

（任意）ネットワークレベルのルートへのサブネットルー

トの自動ルート集約をイネーブルにします。

auto-summary

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
auto-summary

ステップ 3   

•デフォルトでは、自動集約はディセーブルになってい
ます。

サブネットを切断した場合は noキーワードを使
用して、自動ルート集約をディセーブルにし、ソ

フトウェアによるサブネットおよびホストルー

ティング情報をクラスフルネットワーク境界を越

えた送信を許可します。

（注）

（任意）RIPネットワークタイマーを調整します。timers basic update invalid holddown flush

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# timers
basic 5 15 15 30

ステップ 4   

現在およびデフォルトのタイマー値を確認するに

は、show ripコマンドからの出力を参照します。
（注）

（任意）送信された RIPアップデートのパケット間遅延を
変更します。

output-delay delay

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
output-delay 10

ステップ 5   

ハイエンドルータが高速で送信しているときに、

宛先が低速ルータで、この速い速度で受信できな

い可能性がある場合は、このコマンドを使用しま

す。

（注）

（任意）RIPプロセスのシャットダウンまたはリスタート後
に RIPルートに NSFを設定します。

nsf

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# nsf

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）RIPルーティングプロトコルを実行するインター
フェイスを定義します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
interface GigabitEthernet 0/1/0/0

ステップ 7   

（任意）メトリックにゼロ（0）が設定されたアップデート
パケットで受信されたルートエントリの受け入れをネット

metric-zero-accept

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
metro-zero-accept

ステップ 8   

ワーキングデバイスで許可します。受信したルートエント

リはメトリックに 1が設定されています。

（任意）スプリットホライズンメカニズムをディセーブル

にします。

split-horizon disable

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
split-horizon disable

ステップ 9   

•デフォルトでは、スプリットホライズンはイネーブル
です。

•一般に、アプリケーションで正しくルートをアドバタ
イズするために変更が必要なことが分かっている場合

を除き、split-horizonコマンドのデフォルト状態を変更
しないことを推奨します。シリアルインターフェイス

でスプリットホライズンがディセーブルで、そのイン

ターフェイスがパケットスイッチドネットワークに接

続されている場合、そのネットワークの関連マルチキャ

ストグループ内にあるすべてのネットワーキングデバ

イスに対し、スプリットホライズンをディセーブルに

する必要があります。

RIPルータアップデートのポイズンリバース処理をイネー
ブルにします。

poison-reverse

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
poison-reverse

ステップ 10   

設定変更を保存します。次のいずれかを実行します。ステップ 11   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# end

exiting(yes/no/cancel)?[cancel]:

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショ

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
commit

ンセッションが終了して、ルータがEXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレー

ションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

ルーティング情報の制御

このタスクでは、ルーティングアップデートの交換および伝搬を制御または防止する方法につい

て説明します。

次に、ルーティングアップデートを制御または防止するいくつかの理由を示します。

• WANリンクのアップデートトラフィックを遅くするか停止するため。オンデマンドWAN
リンクのアップデートトラフィックを制御しないと、リンクは常にアップ状態のままです。

デフォルトでは、RIPルーティングアップデートは 30秒おきに発生します。

•ルーティングループを防止するため。冗長パスがある場合、またはルートを別のルーティン
グドメインに再配布している場合、いずれかのパスの伝搬をフィルタします。

•アップデートで受信したネットワークをフィルタするため。特定のデバイスの 1つ以上の
ルートの解釈を他のルータに学習させない必要がある場合、その情報を抑制できます。

•他のルータによるダイナミックなルート処理を防止するため。インターフェイスに入るルー
ティングアップデートを処理したくない場合、その情報を抑制できます。

•帯域幅を節約するため。必要のないルーティングアップデートトラフィックを削減するこ
とによって、データトラフィックに使用可能な帯域幅を最大化できます。
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手順の概要

1. configure
2. router rip
3. neighbor ip-address
4. interface type interface-path-id
5. passive-interface
6. exit
7. interface type interface-path-id
8. route-policy { in | out }
9. 次のいずれかを実行します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

RIPルーティングプロセスを設定します。router rip

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
rip

ステップ 2   

（任意）RIPプロトコル情報を交換する隣接ルータを定義
します。

neighbor ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
neighbor 172.160.1.2

ステップ 3   

（任意）RIPルーティングプロトコルを実行するインター
フェイスを定義します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
interface GigabitEthernet 0/1/0/0

ステップ 4   

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

（任意）明示的に設定されたネイバー宛てを除き、イン

ターフェイスの RIPアップデートの送信を抑制します。
passive-interface

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
passive-interface

ステップ 5   

（任意）ルータを次に高いコンフィギュレーションモー

ドへ戻します。

exit

例：
RP/0/RSP0
/CPU0:router(config-rip-if)# exit

ステップ 6   

（任意）RIPルーティングプロトコルを実行するインター
フェイスを定義します。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
interface GigabitEthernet 0/2/0/0

ステップ 7   

（任意）RIPネイバーにアドバタイズするアップデート
や、RIPネイバーから受信するアップデートに、ルーティ
ングポリシーを適用します。

route-policy { in | out }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
route-policy out

ステップ 8   

設定変更を保存します。次のいずれかを実行します。ステップ 9   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:routerconfig-rip-if)# end

exiting(yes/no/cancel)?[cancel]:

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#
commit

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレー

ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

RIP のルートポリシーの作成
このタスクでは、ルートポリシーを定義して、RIPプロセスのインスタンスに付加する方法を示
します。ルートポリシーは、次の目的で使用できます。

•送信および受信されたルートの制御

•再配信されるルートの制御

•デフォルトルートの起点の制御

ルートポリシー定義は、route-policyコマンドおよびname引数の後にオプションポリシーステー
トメントのシーケンスが続き、end-policyコマンドで終了する構成です。

ルートポリシーはルーティングプロトコルのルートに適用されてはじめて役に立ちます。

手順の概要

1. configure
2. route-policy name
3. set rip-metric number
4. end-policy
5. 次のいずれかを実行します。

• end

• commit

6. configure
7. router rip
8. route-policy route-policy-name { in | out }
9. 次のいずれかを実行します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ルートポリシーを定義して、ルートポリシーコンフィギュレー

ションモードを開始します。

route-policy name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
route-policy IN-IPv4

ステップ 2   

（任意）RIPメトリック属性を設定します。set rip-metric number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
set rip metric 42

ステップ 3   

ルートポリシーの定義を終了して、ルートポリシーコンフィギュ

レーションモードを終了します。

end-policy

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
end-policy

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかを実行します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them before

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
end

exiting(yes/no/cancel)?[cancel]:

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 6   

RIPルーティングプロセスを設定します。router rip

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
router rip

ステップ 7   

RIPネイバーにアドバタイズするアップデートや、RIPネイバー
から受信するアップデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy route-policy-name { in
| out }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
route-policy rp1 in

ステップ 8   

設定変更を保存します。次のいずれかを実行します。ステップ 9   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them before
exiting(yes/no/cancel)?[cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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RIP 認証キーチェーンの設定

デフォルト以外の VRF の IPv4 インターフェイスの RIP 認証キーチェーンの設定
RIP認証キーチェーンをデフォルト以外のVRFの IPv4インターフェイスに設定するには、次のタ
スクを実行します。

はじめる前に

キーチェーンをRIPインターフェイス/VRFに適用するためには、『CiscoASR9000SeriesAggregation
Services Router System Security ConfigurationGuide』の「ImplementingKeychainManagement」モジュー
ルに記されているコンフィギュレーションコマンドを使用して、Cisco IOSXRキーチェーンデー
タベース内にすべてのキーチェーンを設定する必要があります。

authentication keychain keychain-nameおよびmode md5コンフィギュレーションは、IOS XRキー
チェーンデータベースにまだ設定されていないキーチェーン、またはMD5暗号アルゴリズムを
使用せずに IOS XRキーチェーンデータベースに設定されているキーチェーンの名前を受け入れ
ます。ただし、両方の場合ですべての着信パケットはインターフェイスでドロップされ、送信パ

ケットは認証データなしで送信されます。

手順の概要

1. configure
2. router rip
3. vrf vrf_name
4. interface type interface-path-id
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• authentication keychain keychain-namemode md5

• authentication keychain keychain-namemode text

6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーション
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

RIPルーティングプロセスを設定します。router rip

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router rip

ステップ 2   

デフォルト以外の VRFを設定しますvrf vrf_name

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#vrf vrf_rip_auth

ステップ 3   

RIPルーティングプロトコルを実行するインター
フェイスを定義します。

interface type interface-path-id

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)#interface POS
0/6/0/0

ステップ 4   

RIPの認証キーチェーンモードを設定します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• md5：キーメッセージダイジェスト（md5）
認証モード

• authentication keychain keychain-namemode md5

• authentication keychain keychain-namemode text
• text：クリアテキストの認証モード

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#authentication
keychain key1 mode md5

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#authentication
keychain key1 mode text

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミット
するように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存され、または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーショ
ンセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続しま

す。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変
更を保存し、コンフィギュレーションセッ

ションを継続するには、commitコマンドを
使用します。

デフォルトの VRF の IPv4 インターフェイスの RIP 認証キーチェーンの設定
RIP認証キーチェーンをデフォルトVRFの IPv4インターフェイスに設定するには、次のタスクを
実行します。

はじめる前に

キーチェーンをRIPインターフェイス/VRFに適用するためには、『CiscoASR9000SeriesAggregation
Services Router System Security ConfigurationGuide』の「ImplementingKeychainManagement」モジュー
ルに記されているコンフィギュレーションコマンドを使用して、Cisco IOSXRキーチェーンデー
タベース内にすべてのキーチェーンを設定する必要があります。

authentication keychain keychain-nameおよびmode md5コンフィギュレーションは、IOS XRキー
チェーンデータベースにまだ設定されていないキーチェーン、またはMD5暗号アルゴリズムを
使用せずに IOS XRキーチェーンデータベースに設定されているキーチェーンの名前を受け入れ
ます。ただし、両方の場合ですべての着信パケットはインターフェイスでドロップされ、送信パ

ケットは認証データなしで送信されます。
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手順の概要

1. configure
2. router rip
3. interface type interface-path-id
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• authentication keychain keychain-namemode md5

• authentication keychain keychain-namemode text

5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

RIPルーティングプロセスを設定します。router rip

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router rip

ステップ 2   

RIPルーティングプロトコルを実行するインター
フェイスを定義します。

interface type interface-path-id

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#interface POS
0/6/0/0

ステップ 3   

RIPの認証キーチェーンモードを設定します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• md5：キーメッセージダイジェスト（md5）
認証モード

• authentication keychain keychain-namemode md5

• authentication keychain keychain-namemode text
• text：クリアテキストの認証モード

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#authentication
keychain key1 mode md5

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#authentication
keychain key1 mode text

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミット
するように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
フィギュレーションセッションが終了し

て、ルータがEXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーショ
ンセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続しま

す。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされま

せん。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更
を保存し、コンフィギュレーションセッショ

ンを継続するには、commitコマンドを使用し
ます。

RIP の実装の設定例
ここでは、次の設定例について説明します。

基本的な RIP の設定：例
次に、2つのギガビットイーサネットインターフェイスを RIPを使用して設定する例を示しま
す。

interface GigabitEthernet0/6/0/0
ipv4 address 172.16.0.1 255.255.255.0
!
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interface GigabitEthernet0/6/0/2
ipv4 address 172.16.2.12 255.255.255.0
!

router rip
interface GigabitEthernet0/6/0/0
!
interface GigabitEthernet0/6/0/2
!
!

プロバイダーエッジでの RIP の設定：例
次に、2つの VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを使用して PEに基本的な RIP
を設定する例を示します。

router rip
interface GigabitEthernet0/6/0/0
!
vrf vpn0
interface GigabitEthernet0/6/0/2
!
!
vrf vpn1
interface GigabitEthernet0/6/0/3
!
!
!

各 VRF インスタンスの RIP タイマーの調整：例
次に、各VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスのRIPタイマーを調整する例を示し
ます。

VRFインスタンス vpn0の場合、timers basicコマンドは 10秒ごとにアップデートをブロードキャ
ストするように設定します。ルータから 30秒間送信がないと、そのルートは使用不能と宣言さ
れます。以降の情報はさらに 30秒間抑止されます。フラッシュ期間（45秒）の終了時に、ルー
ティングテーブルからルートがフラッシュされます。

VRFインスタンス vpn1の場合、タイマーは 20、60、60、および 70秒と異なる調整が行われま
す。

output-delayコマンドは、vpn1の RIPアップデートのパケット間遅延を 10ミリ秒に変更します。
デフォルトでは、パケット間遅延はオフになっています。

router rip
interface GigabitEthernet0/6/0/0
!
vrf vpn0
interface GigabitEthernet0/6/0/2
!
timers basic 10 30 30 45
!
vrf vpn1
interface GigabitEthernet0/6/0/3
!
timers basic 20 60 60 70

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコンフィギュレーションガイ
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output-delay 10
!
!

RIP の再配布の設定：例
次に、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）およびスタティックルートを RIPに再配布す
る例を示します。

再配布されるルートで使用されるRIPメトリックは、ルートポリシーによって決まります。ルー
トポリシーが設定されていないか、ルートポリシーで RIPメトリックが設定されていない場合
は、再配布されるプロトコルに基づいてメトリックが決定されます。BGPによって再配布される
VPNv4ルートの場合、リモート PEルータで設定された RIPメトリックが有効であれば、それが
使用されます。

その他すべての場合（BGP、IS-IS、OSPF、EIGRP、接続済み、スタティック）、default-metricコ
マンドで設定されたメトリックが使用されます。有効なメトリックが決定できない場合、再配布

は起こりません。

route-policy ripred
set rip-metric 5

end-policy
!

router rip
vrf vpn0
interface GigabitEthernet0/6/0/2
!
redistribute connected
default-metric 3
!
vrf vpn1
interface GigabitEthernet0/6/0/3
!
redistribute bgp 100 route-policy ripred
redistribute static
default-metric 3
!
!

RIP のルートポリシーの設定：例
次に、RIPインターフェイスによって受信されるまたはRIPインターフェイスから送信されるルー
トアップデートを制御するために使用される、着信および発信ルートポリシーを設定する例を示

します。

prefix-set pf1
10.1.0.0/24

end-set
!

prefix-set pf2
150.10.1.0/24

end-set
!
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route-policy policy_in
if destination in pf1 then
pass

endif
end-policy
!

route-policy pass-all
pass

end-policy
!

route-policy infil
if destination in pf2 then
add rip-metric 2
pass

endif
end-policy
!

router rip
interface GigabitEthernet0/6/0/0
route-policy policy_in in
!
interface GigabitEthernet0/6/0/2
!
route-policy infil in
route-policy pass-all out

RIP のパッシブインターフェイスおよび明示的なネイバーの設定：例
次に、パッシブインターフェイスおよび明示的なネイバーを設定する例を示します。インター

フェイスがパッシブな場合は、ルーティングアップデートを受信するのみです。つまり、明示的

に設定されたネイバー宛てを除き、インターフェイスからアップデートは送信されません。

router rip
interface GigabitEthernet0/6/0/0
passive-interface
!
interface GigabitEthernet0/6/0/2
!
neighbor 172.17.0.1
neighbor 172.18.0.5
!

RIP ルートの制御：例
次に、distanceコマンドを使用して、RIPルートをルーティング情報ベース（RIB）にインストー
ルする例を示します。maximum-pathsコマンドは、RIPルートごとに許可される最大パス数を制
御します。

router rip
interface GigabitEthernet0/6/0/0
route-policy polin in
!
distance 110
maximum-paths 8
!
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RIP 認証キーチェーンの設定：例
次に、RIPのデフォルト VRFインターフェイスに認証キーチェーンを適用する例を示します。

router rip
interface POS0/6/0/0
authentication keychain key1 mode md5
!
!
end

次に、RIPのデフォルト以外のインターフェイスに認証キーチェーンを適用する例を示します。

router rip
vrf rip_keychain_vrf
interface POS0/6/0/0
authentication keychain key1 mode md5
!
!
!
end

その他の参考資料
次の各項では、RIPの実装に関連するその他の資料について説明します。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Routing Command Reference』

RIPコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

に関する注意事項、および例

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router MPLS Configuration Guide』の
「ImplementingMPLS Traffic Engineering on Cisco
ASR 9000シリーズルータ」モジュール

RIPのMPLS VPNサポートの機能情報

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router MPLS Configuration Guide』の
「ImplementingMPLS Traffic Engineering on Cisco
ASR 9000シリーズルータ」モジュール

RIPのSite ofOrigin（SoO）サポートの機能情報

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』

Cisco IOS XRスタートアップガイド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Configuration Guide』の
「Configuring AAA Services on Cisco ASR 9000シ
リーズルータ」モジュール

ユーザグループとタスク IDに関する情報
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOS XRソフトウェアを使用してMIBの
場所を特定してダウンロードするには、次の

URLにある Cisco MIB Locatorを使用して、
[Cisco Access Products]メニューからプラット
フォームを選択します。

http://cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/
mibs.shtml

—

RFC

タイトルRFC

『RIP Version 2』RFC 2453

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/techsupportシスコのテクニカルサポートWebサイトには、
数千ページに及ぶ検索可能な技術情報がありま

す。製品、テクノロジー、ソリューション、技

術的なヒント、およびツールへのリンクもあり

ます。 Cisco.comに登録済みのユーザは、この
ページから詳細情報にアクセスできます。
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